





土地調?事業研究通訊 = Comparative Study of Cadastral













で紹介されている、第 37 保の張先甲という人物に関係する土地のうち、第 37 保の地番 69
と 27 を具体例としてとりあげよう。37 保公佈図に記載されている各筆の土地に関するデー
タとして、土地の形状と地番以外に、次の①～④の項目がある。 
 
地番 69 ①地目：旱地／②人名：張先甲／③人名：〔記載なし〕／④面積：35.658 










状況を示している。すなわち張先甲は、地番 27 においてはいわゆる佃農であり、地番 27
の土地に関する権利（地権）をなんら有していない、と。 
この二分法ならば、地籍図を読みとるのにあまり悩むことなく、単純明快に進めること




























1948 年 9 月中旬（15 日～18 日のいずれかの日）、南京市政府は、江心洲を対象とする扶
植自耕農計画を今後も推進していくために、1948 年 9 月～12 月および 1949 年度～1951
年度の予算要求案を、中央の地政部に提出した。この要求案は地政部に保管され、現在は、
南京の第二歴史档案館に所蔵されている。档案名「南京市江心洲扶植自耕農実験区業務実














                                                  



















表 1 1947～48 年の各種地権の分布状況 
自為使用之土地 出佃使用之土地 合   計 
権利名称 
畝数 権利人数 畝数 権利人数 畝数 権利人数
所有権 11,248.38 369 2,990.00 94 *14,238.45 畝 463 人 
業権 無 無 17,402.60 78 17,402.60 畝 78 人 
佃権 14,966.20 446 2,436.30 待査 *17,402.60 畝 待査 
出所： 江心洲档案。  注： * は誤記を示す。なお、総面積は約 31,640 畝となる。 
 
A 「ａ所有権人」のみが関与し、ａが自ら経営耕作する場合。A タイプの所有権人の
数は 369 人で、その面積は 11,248 畝（総面積の 36％）である。 
 B 「ａ所有権人――ｄ無権利の経営耕作者」の二者が関与し、ｄが経営耕作する場合。
B タイプの所有権人の数は 94 人で、その面積は 2,990 畝（総面積の 9％）である。
なお、A タイプと B タイプを合計した所有権人の数は計 463 人で、面積は 14,238
畝となる。 
 C 「ｂ業権人――ｃ佃権人」の二者が関与し、ｃが自ら経営耕作する場合。C タイプ




に対する割合は、B タイプと D タイプの和であるから約 17％となる。 
 
この四分類を前提にすると、前の張先甲の場合、地番 69 において、張先甲が自ら経営耕
作する A タイプとは限らず、出租する B タイプの可能性もある。また地番 27 においても、
自ら経営耕作する C タイプとは限らず、出租する D タイプの可能性もある。ただし、本ニ
ューズレターの「2006 年南京市江心洲調査報告」採訪②における趙玉龍氏の話では、張先
甲は雇農を使って経営していたという。これに誤りがなければ、地番 69 は A タイプ、地番
27 は C タイプということになる。 
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2,272 人である。このうち「地主」に分類された者が 44 戸、355 人いる（工商業地主 2 戸
は含まない）。そして、統計表の欄外注記に、44 戸のうち 17 戸は「二地主」とある。「二地
主」とは、永佃権を有するが、自らは耕作せずに出租して租（地代）を徴収している者で












調査報告）。1946 年 12 月 16 日開始、同 12 月 24 日完成。9 日間の調査で
ある。 
第 2 段階：初歩設計（決定業務方針、草擬計劃大綱）。1947 年 1 月 4 日開始、同 2 月
28 日完成。討議・決定に約 2 ヶ月を費やす。 
第 3 段階：土地測量（三角測量、導線測量、坵地清丈、計算面積及起数、絵製地籍公
布図、土地分類統計、複丈）。1947 年 3 月 1 日開始、1948 年 3 月 15 日完
成。約 1 年間の事業である。ただし 1948 年 9 月時点の報告に、「已完成。
惟少数尚需複丈」とあり、最後の複丈は未完である。 
第 4 段階：地権清理（甲：所有権登記、乙：永佃権登記、丙：使用権登記、丁：統計
各項土地権利人人数）。甲の所有権登記は、1947 年 11 月 11 日開始、1948
年 4 月 10 日完成。乙と丙は、1948 年 6 月 16 日開始、同 9 月 15 日完成。
なお、「七．工作進度」の備考欄に「乙・丙の両項は、土地使用人登記を
行う際に、同時に初歩的な登記工作を実施し、すでに 8 月 31 日に完成し
た。現在は複査を待つ状態である」とある。 
                                                  
6 注 7 所掲の档案によれば、東宏郷は 7 村から構成されていた。村名が判明するのは、東宏村、東風上村、
風林下村（鳳麟下村を指すか）である。 
7 南京市档案館蔵、中共南京市委農村工作部 1950－1966 年、全宗 4030－庫房 305－0020「中共南京市委
城郊工作委員会関於南京市郊区土改前後情況調査統計 1949 年 12 月～1952 年 11 月」 
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     （以下、省略） 
 




















地総面積は 31,641 畝であり、〔民国 35 年（1946）冬の農家戸別調査により判明した農




 この文に続いて三つの表が続いている。最初が下の表 2、二番目が本稿の付録 1 に掲載す
る表 3（原名「本区土地分類統計表」）で、三番目が前掲の表 1 である。 
上の引用文によると、農家の戸数・人口数は、第 1 段階の 1946 年 12 月の農家戸別調査
の時点で判明していた。だがその時点では、土地の総面積は判明していなかった。総面積
31,641 畝が判明するのは、47 年の土地測量を待たなくてはならなかった。 
さて、引用文中の「使用人」とは実際の経営耕作者の意味である。そして、「所有権を使
用人が有しているのは僅かに三分の一ほど」とは、A タイプの占める面積が総面積の約三分
の一ということである9。この数値は、表 1 から算出される、A タイプの面積が総面積に占
                                                  
8 地主の搾取も、土地所有権人の出租を言い換えた表現であろう。 









表 2 1946～47 年の農家・人口・土地の統計 
保 農戸数 人口数 土地畝数 毎戸平均畝数 毎人平均畝数 
34 199 戸 1,165 人 5,195.55 畝 26.110 畝 4.460 畝 
35 219 戸 1,223 人 6,848.88 畝 31.270 畝 5.600 畝 
36 157 戸 1,149 人 5,391.41 畝 34.330 畝 4.690 畝 
37 223 戸 1,346 人 7,624.99 畝 34.190 畝 5.660 畝 
38 155 戸 893 人 6,579.84 畝 42.450 畝 7.370 畝 
合計 953 戸 5,776 人 31,640.7 畝 33.200 畝 5.480 畝 





の土地はすべて佃耕地」とは、A タイプ以外のタイプ（B・C・D の 3 タイプの総和）を指
す。その場合、B タイプだけでなく、所有権（業権＋佃権）としては実際には存在せず、業
権と佃権に分離している場合（C・D の 2 タイプ）も想定されていたであろう。この点は、
次の第 4 段階「地権清理」の事業内容が各種地権の登記であり、それに先立つ土地測量の
段階で、各種地権の保有状況が、暫定的にではあるが、把握されることになっている点か
らも推測できよう。つぎに、第 4 段階の「地権清理」について検討しよう。 
まず、「地権清理」には「業権登記」の細目がみえないことに注意したい。甲の「所有権
登記」は、期間 5 ヶ月で、毎月平均 6,328 畝が登記された。したがって、「所有権」が登記
された面積は、6,328×5＝31,640 畝となる。これは江心洲の総面積と等しく、同時に、表
1 の所有権人が保有する面積 14,238 畝と業権人が保有する面積 17,402 畝の和に等しい。し
たがって、「所有権登記」を行う主体は、表 1 の所有権人と業権人である。これは、登記に










10 登記されるべき地権の一種として使用権が登場するが、表 1 には登場せず、江心洲档案の他の箇所でも
言及がないので、詳細は不明である。 
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 江心洲档案には、全部で 3 種類の統計が掲載されている。本稿の表 1、表 2、そして下に
掲げる表 3 がそれである。この 3 種の統計は、前述したように、1948 年 8 月 31 日におけ











いて」のなかで紹介した、「34 保玻璃図」、「35 保玻璃図」、「江心洲 36 保図」（以下、36 保







みなしてよい。他方、表 3 では、江心洲の総面積（道路・堤防 329 畝、溝渠 670 畝を含む）




捕捉率がきわめて高い。そして、36 保《紙》の捕捉率は 94％、38 保のそれは 91％、35 保





















34 993  4,928.500  131.680  79.440 40.190 5.330 10.360 5,195.500  5.232 
35 1,294  6,474.070  95.480  82.050 71.590 124.540 1.150 6,848.880  5.293 
36 1,134  4,839.130  199.800  115.240 52.310 184.800 0.230 5,391.510  4.754 
37 1,134  6,884.260  168.180  149.710 102.590 226.210 94.040 7,624.990  6.724 
38 651  6,163.980  106.980  95.910 62.150 128.950 21.870 6,579.840  10.107 
総
計 
5,206  29,289.940  702.120  522.350 328.830 669.830 127.630 31,640.700    
出所： 江心洲档案。 注： 原数値で、「総計」欄の集計に誤りがあるものについては修正をほどこしてある。
 
 
表 4 地籍図データの集計数値（単位を示していないものはすべて畝である） 
保別 農地 宅地 池塘 ・・・ A 合計 
B 修正    
総面積 
A/B 佃権面積
34 玻 3,087.009 144.523 51.216  3,737.092 5,149.980 73% 20.418 
35 玻 5,581.296 100.742 40.829   5,937.070 6,652.750 89% 392.060 
36《紙》 4,580.536 114.610 91.180   4,848.243 5,154.400 94% 96.600 
37 公 6,839.029 142.674 147.401   7,270.447 7,296.190 100% 6,499.994 
38 公 5,538.097 72.645 12.804   5,794.785 6,388.740 91% 3,408.060 
総計 25,625.967 575.194 343.430   27,587.637 30,642.060   10,417.132 
      出所：筆者作成 
    「34 玻」、「35 玻」、「36《紙》」、「37 公」、「38 公」は、それぞれ「34 保玻璃図」 
    「35 保玻璃図」「36 保《紙》」「37 保公佈図」「38 保公佈図」を指す。 
    なお、空欄の部分は、統計数値を細かく算出しなかった箇所である。 
 
（2）37 保における佃権の普遍性 
 五保を通じた C・D タイプの総面積は、表１の佃権の合計欄に示されており、17,403 畝
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である。一方、地籍図において C・D タイプ（「（佃 人名）」の欄がある土地）のそれは 10,417
畝であり11、表 1 の統計より 6,986 畝少ない。保ごとにみていくと、37 保公佈図における
C・D タイプの面積は 6,500 畝で、37 保の修正総面積 7,296 畝の 89％を占めている。残り
の 11％は A タイプないし B タイプとなる。江心洲全体において C・D タイプが占める比率








 さて、38 保公佈図の C・D タイプは 3,408 畝で、38 保の修正面積 6,389 畝の 53％を占
める。この比率は、37 保公佈図に比べると低いように思われる。ところで、同様に計算す
ると、34 保玻璃図の C・D タイプはわずかに 20 畝でほぼ 0％、35 保玻璃図のそれは 392
畝で 6％、36 保《紙》のそれは 97 畝で 2％である。ここで、34・35・36 保の地籍図（い
ずれも公佈図ではない）が示す佃権の比率はあまりに低いように思われる。以下、この点
を検証するために、38 保の佃権普及率をかりに 100％とする。つまり、38 保の修正総面積
6,389 畝はすべて C・D タイプとみなすことにしよう。 
 江心洲全体のC・Dタイプの総計 17,403畝から、37保の 6,500畝および38保の仮の6,389
畝を引くと、残りは 4,514 畝となる。つまり、少なくとも 4,514 畝以上の C・D タイプが
34・35・36 の三保に存在するはずである。そして、三保の修正総面積の合計は 16,957 畝
であるから、この 4,514 畝は 27％に相当することになる。しかし、三保の地籍図における









す材料がない。35 保玻璃図と 36 保《紙》は、土地の捕捉率は高いが、佃権の記載は不十分
と思われる。34 保玻璃図は、保内の土地の捕捉そのものが不十分であるといえよう。 













月 1 日発行（档案番号：R／6-19） 
 
 本地図には、江心洲および江心洲付近の長江について、中国語で「此洲於夏秋之際高葦
満長，十二月間収割尽浄。夏季漲水在十九尺至二十尺之間」と、英語で“Covered with high 
reeds during summer and autumn – reeds harvested in December – floods at 19 - 20 feet 
in summer”との説明が付されている。和訳すれば、「江心洲は、夏から秋は背の高くなった
アシで覆われるが、十二月には収穫されてすっかりなくなる。夏には増水して水位が 19～





年。偽汪政府内政部档案。全宗：2010、案巻：3423。内政部地政司が民国 29 年 6 月














                                                  



































































                                                  
14 江心洲における採訪結果によれば、主に蘇北からと考えられる。本ニューズレター「2006 年南京市江
心洲調査報告」採訪①、参照。 
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